
特産果樹情報 №９                           令和５年 ７月２１日発行 

                   ＪＡグリーン長野営農販売部・経済部 

ＪＡグリーン長野特産果樹部会 

《プルーン・すもも》 
◆第１２回薬剤散布について（お盆前後に収穫になる品種以降） 

１．散布時期・・・７月２６日(水)～７月３０日(日)        実際散布日記入    月    日 

２．調 合 量・・・ 水１００ℓ 当り ※混用順に記載。 ※収穫中の品種に飛散しないよう十分注意する。 

農薬名 使用量 対象病害虫 収穫前 

（ 展 着 剤 まくぴか ） １０mℓ ― ― 

ベルクートフロアブル ５０mℓ 灰星病 3日前まで 

㊞ イ カズ チＷ Ｄ Ｇ ６６ｇ シンクイムシ類 前日まで 

３．散 布 量・・・１０ａ当り⇒４００ℓ 

４．留意事項 

①果実の汚れを防ぐため、なるべく細霧にして、すぐに乾く時間帯で散布する。 

②シンクイムシ類・灰星病の発生が多く薬液をしっかりと付着させたい場合は、展着剤を「まくぴか」 

10,000 倍(水 100ℓ当り 10mℓ)を使用すると、均一に付着しやすくなり乾きが早まるため、液だまりが減少

する。 

  ③ベルクートフロアブルは収穫３日前までなので、収穫中・収穫直前の品種にかからないようにする。 

 

◆収穫前薬剤散布について ※収穫直前の品種に行う。 

収穫前の降雨によっては、腐敗果の発生が増加するため、特に収穫前の防除を徹底する。 

１．散布時期・・・収穫開始２日前              実際散布日記入    月    日 

２．調 合 量・・・水１００ℓ 当り ※混用順に記載。 

農薬名 使用量 対象病害虫 収穫前 

オンリーワンフロアブル ５０mℓ 灰星病 前日まで 

（㊞スカウトフロアブル） ５０mℓ シンクイムシ類 前日まで 

３．散 布 量・・・１０ａ当り⇒３５０ℓ 

４．留意事項 

①「収穫前日まで」となっている農薬は、収穫２４時間前までに散布が終了する事を意味する。 

②シンクイムシ類の発生が心配される園は、スカウトフロアブル 2,000 倍を加用散布する。スカウトフロアブル

に代えて、ディアナＷＤＧ5,000倍（水 100ℓ当り 20ｇ／収穫前日)を使用してもよい。 

 

◆着色難品種の着色向上収穫前管理について 

着色難な品種は、しっかりと着色管理（葉摘み・反射シート）を行う。 

 

◆スモモヒメシンクイ対策について 

発生時期であるので樹上や樹冠下の被害果の処分や農薬散布を徹底する。 

 

 

 

 

 



《オウトウ》 
◆第７回薬剤散布について 

１．散布時期・・・８月上旬            実際散布日記入     月     日 

２．調 合 量・・・水１００ℓ 当り ※混用順に記載。 

農薬名 使用量 対象病害虫 収穫前 

展 着 剤 １０mℓ － － 

トレノックスフロアブル ２００mℓ 褐色せん孔病 21日前まで 

サイアノックス水和剤 １００g カイガラムシ類 14日前まで 

３．散 布 量・・・１０ａ当り⇒５００ℓ 

４．留意事項 

①ハダニ発生が目立つ場合は、ダニゲッターフロアブル 2,000 倍（水 100ℓ当り 50mℓ）を加用散布する。な

お、開花中の水稲に飛散すると不稔になるため、農薬飛散に十分注意し、使用する。 

 

《な し》 
◆第１０回薬剤散布について 

１．散布時期・・・７月２６日(水)～３０日(日)         実際散布日記入    月    日 

２．調 合 量・・・水１００ℓ 当り ※混用順に記載。  ※早生種にはキノンドー顆粒水和剤のみ散布する。 

農薬名 使用量 対象病害虫 収穫前 

展 着 剤 １０mℓ － － 

コ ロ マ イ ト 乳 剤 １００mℓ ハダニ類 前日まで 

キノンドー顆粒水和剤 １００ｇ 黒斑病・輪紋病 3日前まで 

㊞ダイアジノン水 和 剤 １００ｇ シンクイムシ類・ハマキムシ類 14日前まで 

３．散 布 量・・・１０ａ当り⇒棚栽培４５０ℓ／立木栽培５００ℓ 以上 

４．留意事項 

  ①ダイアジノン水和剤は、収穫１４日前までの使用となるので、早生種には使用しない。 

◆なし栽培日誌の提出について 

梨（日本・西洋なし）の出荷予定者は、栽培日誌を配布致しますので、下記期日までに提出下さい。 

１．提出期限・・・８月１０日（木）まで 

２．提出場所・・・直接個人で各流通センター・共選所まで 

３．留意事項 

①梨の場合は、有袋栽培用と無袋栽培用が別の用紙となりますのでご注意ください。 

②第１０回防除まで記入下さい。漏れ・不備のないように記入下さい。 

③栽培日誌をチェックし、法的に問題がある場合は販売できません。 

④提出されず出荷された場合は、安全性が確認出来ないので荷受できません。 

 

 

 

 

 

 

 



◆南水品評会開催のお知らせについて 
 本年も南水の栽培に活気をつけるため、品評会を実施することとなりました。大勢の皆様のご出品

をお願い致します。 
 

日時  ：９月中下旬頃を予定しています（後日連絡） 

規格  ： ①品種 南水 

 ②大きさ ４４０ｇ以上/玉（昨年より小さくしました） 

      ③玉数 ７玉入り ＋１玉（検査後の詰め替え用） 

出品数 ： １名につき１点まで 

出品資格：部会員である。栽培日誌を提出してある。ＪＡへの出荷がある。 

出品方法：部会で３ｋｇダンボール・モールドパック等を用意します。 

※詳しい評価方法（審査基準）・資材配布については今後の特産果樹情報でお知らせします。 

 

 

 

 
 

《栽培に関する問合》 

寺澤（篠ノ井西部・信田）：080-1188-5229／外谷（篠ノ井東部）：080-8048-6602 

松橋（松代）：090-4816-6297／佐藤（川中島）：090-7179-9866 

根津（更北）080-1203-8576／松澤（若穂）080-1191-5166 

吉澤（全域・編集担当）：090-2543-0365／営農販売部（本所）：292-0930 

○果樹のアドバイザー（流通センター長兼務） 

※センター繁忙期になるため、電話をとれない場合がありますが、ご了承下さい。 

伊藤（篠ノ井東部）080-2239-6816／松坂（篠ノ井西部）080-1188-413 

《販売に関する問合》各流通センター・共選所／営農販売部（本所）：292-0930 

《資材に関する問合》各ＪＡファーム・営農資材センター・経済部／農業資材課：299-3311 


